（様式第３号）

収支計画書

１　指定管理期間中の収支
（１）総括予定損益計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	28年度
	29年度
	30年度
	31年度
	32年度

	総収入

（うち指定管理委託料）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	総支出
	
	
	
	
	

	損益

（うち府への納付金）
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　※　府への納付金は、各事業年度の業績により募集要項５（１）に定める基準に基づき納付額が決定します。この収支計画として記載していただく額は記載された額の納付をあらかじめ約束するためのものではありません。
（２）資金計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：千円）

	調達方法
	自己資金
	
	使途
	什器備品費
	

	
	資産売却等
	
	
	内装工事費
	

	
	借入金
	
	
	運転資金
	

	
	その他
	
	
	準備金
	

	
	　
	
	
	その他
	

	
	　
	
	
	　
	

	
	計
	
	　
	計
	


（３）予定損益計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	28年度
	29年度
	30年度
	31年度
	32年度

	事業収入　　A
（管理運営業務に係る収入）
	
	
	
	
	

	その他収入　B
（自主事業にかかる収入）
	
	
	
	
	

	総収入　A＋B＝C
	
	
	
	
	

	事業費用　　D
	
	
	
	
	

	　
	人件費
	
	
	
	
	

	　
	光熱水費
	
	
	
	
	

	　
	消耗品費
	
	
	
	
	

	　
	広告宣伝費
	
	
	
	
	

	　
	修繕費
	
	
	
	
	

	　
	委託料
	
	
	
	
	

	
	手数料
	
	
	
	
	

	　
	公租公課費
	
	
	
	
	

	　
	賃貸料
	
	
	
	
	

	　
	その他
	
	
	
	
	

	損益　　C－D＝E
	
	
	
	
	

	府への納付金　F
	
	
	
	
	

	納付金差引後の損益E-F＝G
	
	
	
	
	


　①　人件費の積算根拠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
	項　　　目
	内　　　　　容
	金　　額

	１　正社員
	
	

	　
	
	

	　
	
	

	２ 正社員以外

（非常勤従業員・人材派遣会社等従業員等）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（４）加入（予定）保険等
	名称
	期間
	内容
	補償金額

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２　初年度の収支

（１）収入見込　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	金額
	積算内訳

	事業収入
	
	

	その他収入
	
	

	総収入
	
	


（２）資金繰り表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	（４～６月）
	（７～９月）
	（10～12月）
	（1～3月）
	備考

	前期繰越　A
	
	
	
	
	

	経常収入
	事業収入
	
	
	
	
	

	
	
	利用料収入
	
	
	
	
	

	
	
	自主事業収入
	
	
	
	
	

	
	
	その他収入
	
	
	
	
	

	
	自己資金
	
	
	
	
	

	
	一時借入金
	
	
	
	
	

	
	その他収入
	
	
	
	
	

	
	経常収入合計　B
	
	
	
	
	

	経常支出
	人件費
	
	
	
	
	

	
	光熱水費
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	
	
	
	

	
	広告宣伝費
	
	
	
	
	

	
	修繕費
	
	
	
	
	

	
	委託料
	
	
	
	
	

	
	手数料
	
	
	
	
	

	
	公租公課費
	
	
	
	
	

	
	賃貸料
	
	
	
	
	

	
	その他支出
	
	
	
	
	

	
	経常支出合計　C
	
	
	
	
	

	差引過不足　D＝B－C
	
	
	
	
	

	財務収支
	借入金入金
	
	
	
	
	

	
	借入金返済
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	財務収支合計　E
	
	
	
	
	

	当期差引金額
G＝D＋E＋F
	
	
	
	
	

	翌期繰越金額　A＋G
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